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５
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跡
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城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ぞ
鎌
倉
時
代

７
　
迫還
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

平
安
京
左
京
九
条
三
坊
十
四
町
は
、
国
鉄
京
都
駅
八
条
日
か
ら
南

へ
約
三
〇

〇
ｉ
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
鳥
丸
通
ぞ
い
の
東
側
付
近
に
位
置
す
る
。
平
安
京
の
街
路
で

は
、
西
側
を
烏
丸
小
路
、
北
側

を
九
条
坊
門
小
路
、
東
側
を
東

洞
院
大
路
、
南
側
を
信
濃
小
路

に
よ
り
区
画
さ
れ
た

一
町
で
あ

る
。
同
町
及
び
そ
の
南
側
の
三

坊
十
三
町
の
二
町
は
、
文
献
資

料
に
よ
れ
ば
平
安
時
代
後
期
に

は
、
藤
原
信
長
の
二
町
の
邸
宅

地
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
京
都

駅
八
条
日
か
ら
伏
見
区
竹
田
ま
で
地
下
鉄
烏
丸
線
の
南
進
工
事
が
計
画
さ
れ
、

そ
の
予
定
路
線
の
う
ち
平
安
京
域
と
重
な
る
区
潤
を
対
象
に
、　
一
九
八
三
年
度

か
ら

一
九
八
五
年
度
に
か
け
て
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
が
事
前
の
発
掘

調
査
を
実
施
し
た
。
報
告
す
る
木
簡
は
、　
一
九
八
四
年
度
に
実
施
し
た

一
連
の

ト
レ
ン
チ
調
査
の
内
、
陥
８４
ト
レ
ン
チ
と
名
づ
け
た
調
査
地
か
ら
出
上
し
た
。

陥
８４
ト
レ
ン
チ
調
査
地
は
、
左
京
九
条
三
坊
十
四
町
西
端
北
辺
部
と
、
そ
れ
沿

い
に
南
北
に
走
る
烏
丸
小
路
東
側
溝
推
定
地
を
含
む
。

発
掘
調
査
の
結
果
陥
８４
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉

時
代
前
半
代
の
間
に
つ
く
り
な
お
さ
れ
て
は
埋
没
し
、
相
互
に
切
り
合
い
関
係

に
あ
る
鳥
丸
小
路
東
側
溝
を
計
三
条

（
ｓ
Ｄ
ｌ
ｌ
３
）、
及
び
宅
地
内
側
で
は
、

ピ
ッ
ト
、
土
羨
な
ど
側
溝
群
と
対
応
す
る
時
期
の
遺
構
を
多
荻
検
出
し
た
。
木

筒
は
、
鳥
九
小
路
東
側
溝
の
う
ち
最
も
新
し
い
鎌
倉
時
代
前
半
代
に
埋
没
し
て

そ
の
機
能
が
失
わ
れ
た
と
見
て
い
る
側
溝

（
ｓ
Ｄ
ｌ
）
か
ら
出
上
し
た
。
共
伴
遺

物
に
は
、
土
師
器
皿
、
瓦
器
婉
、
須
恵
質
土
器
鉢

。
甕
片
な
ど
の
上
器
類
及
び

打
球

・
板
片
な
ど
木
製
遺
物
類
な
ど
が
あ
る
。
な
お
他
の
遺
構
か
ら
は
、
象
牙

製
の
骰
子
な
ど
特
殊
な
遺
物
も
出
上
し
て
い
る
。
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木
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釈
文
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